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ある死刑囚の窓の意味について
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　ۙ೥、窓に関する多くの書੶がߦץされている�。これらの多くにڞ௨しているのは、物的に

޻ڥ੒された意ঊとしての窓のあり༷への関心であろう。一方、窓に関する࿦文を見ると؀ߏ

としڀݚগなرが大൒を઎めている。そのதで窓の現৅の意味にয఺をあてたڀݚ分໺のܥֶ

て、߳੢ࠀ඙による一連の࿦文�がある。これは、日ຊの窓について詩Վを୊ࡐとし、その現

৅を෩景の問୊としてとらえ明らかにしようとしたものであり、窓の普遍的意味を語ݯ的、文

的に見౉しながら明らかにしようとしたものである。߳੢は「hݙ まどʱのଘࡏ意ٛはʰ֎ʱ

へҠ動する自༝をࣦったঢ়گにԙいて、ଈちපऀのʰまど 、ɦさらには囚人のʰ窓ʱにۃまる」�

と述べている。それは「h ಺ʱh ֎ がɦ自らの意ࢤに反してஅઈされたܽ೗のঢ়گにԙいて、h֎ʱ

とのܨがりのなかにʰ಺ʱという場所が൱Ԡなく意識され、同時にʰ֎ʱへのಌれがഒ૿して

くる」�ためという。

　ຊߘは、そうした囚人のなかでもよりݶۃঢ়گにあると考えられる死刑囚の独居房の窓にয

఺をあて、窓の意味を୳ٻするものである�。߳੢のڀݚが日ຊの窓の意味や窓の普遍的意味を

明らかにしようとしているのに対し、ຊߘはある死刑囚の窓という個人的でಛघなྫࣄをとお

して、窓のもつ意味深さの一୺を明らかにしようとするものである。ここである個人のྫࣄに

ண໨するのは、窓の現৅がຊདྷ個人的なものであり、その意味を஌るには、個人のݧܦや言༿

によら͟るをえないと考えるためである。また、独居房の窓は物的ଆ໘、σβΠϯ的ଆ໘から

見れば、無ػ的でັ力のないもののయܕであろう。しかし、そのような窓でも、ある死刑囚に

とって重要な意味があるとすれば、それは೗Կなる意味においてかを明らかにすることは、窓

を考える্で意味があるであろう。さらに、自らの生死が問୊になるとき、窓がどのような意

�� ここでશての文ݙをあ͛ることはできないが、ྫえばԼهのものがある。
� ҏ߳լढ़࣏ɾेޒཛྷଠ࿠ɾਗ਼Ո߶ɾ௩ຊ༝੖ɾ:,, "1窓ڀݚ所ɿh 窓とݐஙをめ͙る��のはなし　
8JOEPXPMPHZ ɼɦ9�,OPXMFEHFɼ����
� 室ɿhڀݚཛྷेޒཛྷଠ࿠ɾ౦北大ेޒ 窓へ　ࣾ会と文Խを映しͩすもの ɼɦ日ݐץઃ௨৴৽ฉࣾɼ����、
� ɿh࢘ߛ઒ࢢ室ɾڀݚཛྷेޒཛྷଠ࿠ɾ౦北大ेޒ 窓からݐஙを考える ɼɦজࣾࠃɼ����
� 室ɿhڀݚཛྷेޒཛྷଠ࿠ɾ౦北大ेޒ 窓とݐஙの֨言ֶ ɼɦϑΟϧϜΞʔτࣾɼ����
� ౦ۀ޻ژ大ֶ௩ຊ༝੖ڀݚ室ɿh 8JOEPX 4DBQF 窓のふるまいֶ ɼɦϑΟϧϜΞʔτࣾɼ����
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�� ຊߘは、「窓についての一考察 ʵ死刑囚の窓をとおしてʵ」ɼh 日ຊݐஙֶ会ۙࢧـ෦ڀݚใूࠂ ɼɦ����ɼ
QQ����ô���において口಄ൃ表した಺༰を一෦ؚみ、それに৽たな஌見をՃえ、大෯にՃචɾमਖ਼したもので
ある。
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味をもつかを考察することは、ある死刑囚のಛघなྫࣄであることをঝ஌しつつも、窓の意味

深さを஌る্で意味があろう。なお、ຊߘでは、竜水子という俳߸をもつ死刑囚にண໨し、竜

水子の窓に関する一文�と俳句をࢿྉとして༻いる。߳੢と同༷、俳句という詩Վをऔり্͛

ることになるが、これは、死刑囚というঢ়گによるࢿྉ的੍ݶのためでもあり、そうした詩Վ

においてこそ窓の意味が生き生きと立ち現れると考えるためでもある。

ྉに͍ͭͯࢿ．̎

　竜水子という俳߸をもつ死刑囚の窓に関する一文と俳句は、北山河ʢøÿĀúôøĀüÿʣがओ࠵す

る俳ࢽʰ大थʱや北山河、北さとりฤʰॲ刑લ໷　死刑囚のうたえる ʢɦøĀý÷ʣ�にࡌܝされた

ものである。北山河は、生׆俳句をএえ、俳hࢽ 大थʱ�をओ࠻した俳人である。北山河によれば、

生׆俳句とは「୞୯に、見た、ฉいた、৯った、຾った౳々の日常のくりかえしの生׆表現で

はなく、そこにはར֐の೦を௒ઈし、ળѱਖ਼अのՁ஋൑அを཭れ、道ಙの൷൑Ҽऻの੍റを୤

して、ͻたすらにඈ༂せんとする生命のᕺった創଄生׆から生まれる俳句表現」�であるという。

北山河は、øĀûĀ೥݄̎に大߆ࡕஔ所をॳめて๚れ、死刑囚たちと出会ってҎདྷ、句会「ͻこば

え」をつくり、ຖ݄̏ճほど大߆ࡕஔ所で句会を։きࢦಋをଓけた。ࢦಋを࢝めた動ػについ

て、北山河は「ࣾ会҃いはߦ刑੓ࡦ的な໘でԿらかのد༩をしようとか、फڭ的な考えとかで

はなく७ਮなܳज़ӡ動としてൃ଍した」��と述べている。それは「ޛ道のڥ஍を໨ࢦしてमཆ

の道にいそしんでいる彼౳に、ߋにੵۃ的に想૾のੈքをஙかしめようとする、つまり৴ڼの

あるऀはその৴ڼを、৴ڼにਁることの出དྷ͵ものはその೰みを俳句表現によって、人生をߋ

にળくよりڧく、よりඒしく生きることの۩ମԽとしての創作生׆にೖらしめおޓに作Ոとし

てのӻͼを分かち合いたいとの೦ئに立٭してのこと」��であったという。この句会でબ句さ

れた俳句は、俳ࢽʰ大थʱにࡌܝされている。もう一つのࢿྉʰॲ刑લ໷ ʢɦøĀý÷ʣは、øĀûĀ

೥からøĀüü೥にかけて俳句ࢦಋを受けた死刑囚たちのあり༷を、北山河のه࿥、死刑囚の俳句

やखه、h 大थʱにࡌܝされたࣄهなどをもとにまとめたものである。

　竜水子の窓に関する୹い一文は、「ʠ窓ʡ」と୊され、俳ࢽʰ大थʱのøĀüû೥݄̔߸にࡌܝさ

�� 竜水子ɿ「窓」ɼh 大थ ɼɦୈ��巻ôୈ�߸ɼ����ɼQQ���ô��
�� 北山河ɾ北さとりฤɿh ॲ刑લ໷　死刑囚のうたえる ɼɦ光文ࣾɼ����
� なお、����೥にୈ�൛、����೥にୈ̏൛がそれͧれ大थࣾより出൛され、����೥にୈ̐൛が౦ق࢛ژ出൛よ
り出൛されている。

�� 俳ࢽʰ大थʱは、����೥�݄に北山河がൃߦ人となり創ץされた俳ࢽである。ઓલのഇץのػةやଞࢽとの
一時的な౷合の時ظもあったが、それを৐りӽえ、北山河๢き後は່の北さとりがҾきܧぎ����೥��݄まで
。されたߦൃ

��h 大थ ɼɦୈ��巻ôୈ�߸ɼ����ɼQ��
���北山河ɿ「合ঠの௺ ʵ死刑囚の俳句についてʵ」ɼh 俳句ڀݚʱ̓ʢ̑ʣɼ֯઒ϚΨδϯζɼ����ô��ɼQ���
���同্
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れたものである。この一文が書かれ、ࡌܝされたܦҢについては、هされておらͣෆ明である。

ʰ大थʱには、句会にࢀՃする死刑囚の文ষがࡌܝされることがあり、ڀݚ、ධ࿦、ਵචもਵ

時ืूされていたので、竜水子自਎がਵචとしてૹߘしたものかもしれない。຤ඌには日෇が

、の໿̍೥લである。竜水子についてはߦされており、書かれたのは死刑が֬ఆした後、刑ࣥه

ʰॲ刑લ໷ʱでも਺ทをׂいて঺հされており、「ʠ窓ʡ」と୊された一文もసࡌされている。ฤ

ऀにとってこの一文が死刑囚である竜水子のあり༷を఻えるو重なࢿྉと考えられていたこと

がうかがえる。なお、h ॲ刑લ໷ʱにసࡌされたものは、ฤऀによって一෦मਖ਼、࡟আされた

と思われるՕ所があるため、ここではʰ大थʱにࡌܝされたものを࠾༻する。

　竜水子の作句はøĀüø೥から࢝まり、刑がࣥߦされたその日までおよそ̐೥間ଓけられた。そ

の俳句は、h 大थʱで֬ೝできるものͩけでもøú÷句あり、その಺、窓にかかわるものはûû句あ

る。窓にかかわる俳句を作る死刑囚は多いが、竜水子のように窓に関する一文を࢒しているऀ

はগない。ここで竜水子の一文や俳句にண໨するのは、それらがともに窓の深い意味を表現し

ていると考えるからである。

　なお、ࣾ会的Өڹを考ྀし、竜水子個人のಛఆに݁ͼつくような情ใはできるͩけه述しな

いことをことわっておきたい。

๪ډनͷಠܐࢮ．̏

　౰時の大߆ࡕஔ所のݐ物は、øĀüý೥に౎ౡ۠༑෵ொにҠసしたため、現ଘしない。このݐ

物のあり༷は、౰時の大߆ࡕஔ所௕ۄҪࡦ࿠のஶしたʰ死とน　死刑はかくしてࣥߦされるʱ

ʢøĀüúʣ��にৄしい。それによると、߆ஔ所は大ࢢࡕ北۠एদொʢ現ɾ੢ఱຬʣのࡋ൑所ཪ、໿

ùú÷÷௶のෑ஍にあり、ߴさøüईʢ໿���̼ʣのߴいญにғまれていたという。ญのதはอ҆۠

Ҭとอ҆۠Ҭ֎とに分かれており、อ҆۠Ҭはඃͩࠂけの۠Ҭで、؂房、ਬࣄ場、ප室、ӡ動

場、ཋ室などがこの۠Ҭ಺にあった。֤居房、පࣷなどすべてのݐ物の窓にはమࡤがはめられ

ており、௨࿏のೖ口にはすべてݤがかけられていた。ここにはø÷÷÷人ۙいඃࠂが、औりௐべや

きを଴ちながら฻らしていたが、そのதにø÷਺໊ほどの死刑囚もいた。อ҆۠Ҭ֎は、ॸ຿ࡋ

՝、༻౓՝、会ܭ՝などࣄ຿をࣥっている۠Ҭで、໘会などもこの۠Ҭでߦわれた��。

　死刑囚はࡶ居房でなく独居房にऩ༰されるが、その഑ஔについて、ۄҪはʰະܾې߆実຿ఏ

要 ʢɦøĀüüʣのなかで、Լ̐ه఺を考ྀすべきとしている。

Π　ࢪ�ઃがݎ࿚であって、৬һのࢹ察がศであり、׌つ、อ্҆༕ྀすべき఺のগないࣷ

�� ࿠ɿhࡦҪۄ 死とน　死刑はかくしてࣥߦされる ɼɦ創ࣾݩɼ����
なお、����೥に໻生書房よりץ࠶されている。

�� 同্ QQ���ô��
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房ٴͼ居房をબͿこと。

ϩ　�৴ڼ心をཆ੒するのにదするなるべく静かで、ਗ਼ܿな居房をબͿこと。

ϋ　࠾�光、௨෩、ؾ׵の఺がे分であり、গしでも༰ੵの޿い、׌つ、房಺ઃඋが׬උし

た௕ې߆ظ生׆にదする居房をબͿこと。

χ　�ӡ動、ೖཋ、ڭᨕ、਍அ書౳のため出房するにࡍしても、ଞのऩ༰ऀとの઀৮をආけ

るにศであり、׌つ、房಺から֎෦ʢࣾ会ʣを๬見しಘない居房をબͿこと��。

　h 死とนʱ��によると、大߆ࡕஔ所でも死刑囚の独居房のҐஔは、௕ې߆ظを考ྀして、日౰

たりがよく、௨෩のよいところがબばれていたという。さらに、死刑ࣥߦ場からなるべく཭れ

たҐஔの独居房があてがわれたという。これは、死刑ࣥߦ時のさま͟まな͟わめきが、හ感な

死刑囚たちのࣖにೖらないようにするためである。死刑囚がいかにහ感であったかについて、

ϱ݄もすれば଍Իをฉいたͩけでどの৬һがาいているかをࡾҪは「死刑֬ఆऀは、もののۄ

஌っており、房の൶をԕくで։ดするԻの反ڹで、Կ房を୭が։けたかを大ମ஌って」��いた

とهしている。また、߆ஔ所のݐஙは、刑຿所ݐங४ଇにڌることが明示されており��、居房

に関しては、次のようにఆめられている。

刑຿所ݐங४ଇୈøùĀ৚

居房ϊচϋ৞ෑτφεϔγ居房ϊচ໘ϤϦ窓Լ୺຦ϊߴĀ÷઺಺֎τҝεϔγ

居房ϊ窓మ֨子ϊ಺ଆχۚ໢ϮுϦ௨๳ຢϋ自ࡴϊ༧๷χඋϑϔγ居房ϊࢹ察޸、৯޸ث

��ϋ房಺ϤϦલଆ居房಺Ϯ๬見γಘαϧϊ૷ஔτҝεϔγ޸ؾ׵ٴ

　h ॲ刑લ໷ʱによると、大߆ࡕஔ所の独居房は「一௶の৞と、ೋ合ޒइの൘の間と、ߴいఱ

Ҫ、窓一つの一室」��で、窓にはమࡤがしてあり、ΨϥεށをҾきԼろしての։ดがՄೳであっ

た。さらに、室಺の఺౮、ফ౮はউखにできͣ、൘のখصが༩えられ、ච๽はڐՄされていた

が、Ԗචは句会の੮্ͩけで、房ではڐされなかった。また、房֎に出られるのは、̍日にú÷

分ほどのӡ動のみで、そのଞは、個人や૊によってఆめられたࢀ෹、ڭᨕ、໘会、句会などで

あったという��。

�� ल෉ɾ大઒৽作ɿh࡚ؠ࿠ɾࡦҪۄ ະܾې߆実຿ఏ要 ɼɦ༗৴ಊɼ����ɼQQ����ô���
�� લܝ書��ʣQ���
�� 同্
�� લܝ書��ʣQ����
�� 同্
�� લܝ書�ʣQ���
�� 同্Q���
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̐．େࣗવͷ੕࠲ͱωΦϯ

　ҎԼ、গし௕いҾ༻になるがʰ大थʱにࡌܝされた竜水子の「ʠ窓ʡ」と୊する一文と、h大थʱ

にࡌܝされた窓にかかわる俳句をとりあ͛、そこに立ち現れる窓の意味を明らかにしたい。一

文は次のようにはじまる。

ʠ窓、それは私の生命のݯઘではなかろうか。ʡと私は思うことがある。রるにつけ、ಶる

につけ、人間として自֮するౖتѩָの感情、いやむしろ、もっと生々しいੑܹࢗに෋ん

ͩ実感を、こうした創作のឺにܙまれたࠑの窓を௨して一つ、一つ、ஙいてきたものであっ

た��。

　死刑囚である竜水子にとって窓が「生命のݯઘ」とはいかなることであろうか。また、「生々

しいੑܹࢗに෋んͩ実感」を、創作のឺにܙまれたこの窓をとおして一つ、一つஙいてきたと

いう。これは、そうした実感を、窓をとおして一つ、一つ言༿にし、句作してきたということ

であろう。窓をとおして句作すること、すなわち詩作することが、どのように「生命のݯઘ」

なるものと݁ͼつくのであろうか。

自֮することはۤしい、そしてअຐくさい心のଘࡏでもある、ಛに私ୡのようなڥ؀ཫに

生ଉする人間の感֮にあっては、より一૚ڧ྽な炎を感じられるのです。しかし、人生と

言う命୊に৮れてみてより、いまͩԿのఆٛをもみいͩしていない。৲の੨い、生षい私

が、Կはともあれʠ生きることʡそしてʠ自֮することʡは大切なことͩと言う؍೦を஌

らͣ஌らͣに২えつけてくれたのも、ଞなら͵このখさな窓のおӄであったものͩ��。

　死刑囚にとって、独居房の窓は֎の空ؾ、ఱީ、光、෩、Ի、೏いなどを感じる場所であり、

ときにௗや஬のおとͣれを感じる場所でもある。ܹࢗのগない୯ௐな独居房生׆のதで、খさ

な窓がಛ別な意味をもつのは、それが֎と݁ͼつく།一の։口෦であり、そこにさま͟まな思

いがूதするからであろう。しかし、窓が「生命のݯઘ」と言いうるものになるには、独居房

にたͩອવと生׆すればよいということではない。それは、「人生と言う命୊」に৮れ、窓を

とおして詩作し、「生きること」、「自֮すること」によってなされるという。これはいかなる

ことであろうか。

　一文ではଓけて、北山河とともに߆ஔ所を๚れていたʰ大थʱの同人ࠤ౻光ঁの一句がとり

あ͛られ、その句にࠜڧくऔり૊んでいることが語られる。ちなみに、光ঁは竜水子の死後、h大
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थʱøĀüü೥݄̏߸に「ٷੴɾ竜水子݃別　ح੻はあらͣ」という௥ౣ文を書いた人物でもある。

૲໦ࣩく஺མしऐሚたるఈྫྷえが、大஍のఈまでしみとおる༷なפさのなかに、ᡃ々とし

てًやく੕࠲を಄্にしっかりとڼぎながらもಏはઈえͣωΦϯに࠼৭された֗々にྲྀれ

る。ཧੑそして自֮よりも欲๬のఈなきᯰڧさを心深く意識しながら、明日஌れ͵今の਎

を、窓にさらしている私はࠜڧく光ঁ先生の

　　ʠౙ੕ۦ࠼࠲けめ͙るԕωΦϯʡ

　の句とऔり૊んでいる。

ʰࠜڧくऔ૊んでいるɾɾɾɾɾɾ。ɦ それは༨りにもތுされた言༿の表現かもしれない、

でもこの句にؚまれている情想的なもの、その情ॹとࣾ会的な描写が、今窓より͙ڼ私の

心のࡏり方と感情などが、つい஌れͣ、いつの間にやら૬৮れていたのかもしれない��。

　一文ではऐሚたるఈྫྷえの大஍とともに、ఱ空にًく੕࠲やωΦϯに࠼৭された֗々につい

て言ٴされている。ఱ空の੕࠲を಄্にڼぎ見ながらも、ωΦϯに࠼৭された֗々にもಏがྲྀ

れるというのが、竜水子のこの句にたいするղऍである。そして、この句にؚまれる情ॹとࣾ

会的な描写とが、窓から͙ڼ竜水子の心のあり方と感情などと૬৮れていたという。つまり、

この句のような෩景が独居房の窓から実ࡍに見えたわけではなく、この句の描く෩景が独居房

の窓にဣむ竜水子の心や感情に৮れたということであろう。実߆、ࡍஔ所はߴさøüईʢ໿���̼ʣ

のߴいญにғまれており��、窓から֗のωΦϯが見えたとは考えにくい。たͩ、ここで重要な

のは、竜水子にとって光ঁの句をػܖとして、ఱ空の੕࠲とωΦϯに࠼৭された֗々とが独居

房の窓においてΠϝʔδとして感じऔられたということである。

　光ঁの句は、h 大थʱøĀüû೥݄̍߸に「ౙԕ山」と୊し、光ঁのಛ別作඼としてü÷句ࡌܝさ

れたもののうちの一句である��。同೥のʰ大थʱ݄̎߸には同人ڀݚ会として݄̍߸ಛ別作඼

合ධ��がࡌܝされており、北山河はこの句を「ࣾ会ੑを੝りࠐんͩ」句として、「よい句」と

ධしている。また、ᤣӍという同人は「҆ఆੑとෆ҆ఆੑとの対ൺによって今日のੈ૬に௨じ

るものがଊえられている」とධしている。竜水子の一文はこの後に書かれたものであるから、

竜水子はこの句をʰ大थʱ্ࢽで໨にし、これらの句ධも໨にしていたであろう。光ঁがこの

句をどこで、あるいはどのような場所を想ఆしてうたったかはෆ明である。独居房の窓を見て

ӵんͩというわけでもなかろうし、そもそも窓֎の෩景をうたったものかもఆかでない。いͣ

���લܝ書�ʣQQ���ô��
���લܝ書��ʣQ���
���h 大थ ɼɦୈ��巻ôୈ�߸ɼ����ɼQ��
���h 大थ ɼɦୈ��巻ôୈ�߸ɼ����ɼQQ���ô��



��

れにせよ、重要なのは、窓をڼぎ見る竜水子がこれを自分の心や感情に৮れる句としてଊえ、

自らの窓にかかわるものとしてあえて一文にೖれたということである。

　一文では「明日஌れ͵今の਎を、窓にさらしている私」とあるように、竜水子は窓を見るͩ

けでなく、窓に自਎をさらしてもいる。それはこれまでにも次のようにうたわれていた。

݄光に射らるअ਎のಀ͛場なし� 竜水子��

死のഭる਎をຬ݄にさらしけり� 竜水子��

窓からの݄光にさらされ、自らのࡑや死を自֮する。一文はさらに次のようにଓく。

　ၟӽながらも光ঁ先生の句を味わいさせてもらうその感֮のதから、ӌಷな私のਆܦ

がɾɾɾ情झがɾɾɾ欲ٻがɾɾɾ一つ、一つ、人間らしいものへとͣܗʢϚϚʣけられ

るような、ඍົなਪҠを感じさせられたものでした。そして৽઱な生へのتͼと、大きな

感動をؚめたߥけͣりな、ೋे࠽࢛の情熱が、この窓を௨して大自વの੕࠲、ॠ間的ない

ろいろのωΦϯの࠼光、といったような٬ମに৮れてみてより、よりҎ্ᗐ྽な感情の೾

໲を意識したものであった。ʠ窓ʡそれは私にとって多くの想い出がൿめられている、と

。��に踏みしめてΏかねばなら͵人間の道を示唆してくれたものであるڞ

　光ঁの句を味わうதで、自己のਆܦ、情ॹ、欲ٻが人間らしいものへとܗづけられるという。

ここでは大自વの੕࠲もいろいろなωΦϯの࠼光もともに大ࣄなものとしてଊえられている。

さらに、ここで窓はׅހつきのλΠτϧと同じく「ʠ窓ʡ」とهされ、ಛ別な意味をଳͼている。

「ʠ窓ʡ」は竜水子にとって、独居房のたんなる物的な窓ではなく、多くの思い出という個別的

な過去を想起させるとともに、「人間の道」という普遍的なものを示唆し、自己を方向づける

場所となっているのである。

̑．ʮ৺ͷ૭ʯͱͯ͠ͷ૭

　次に、死刑囚である竜水子の過去のጮ೰と׉౻が、窓と݁ͼつけて語られる。

Ҏલの私であってみれば、この大自વのఱମ、ރ໦をแむ෩のものさͼしさ、ɾɾɾまた
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私の心をも౳ؓࢹしたものであった。そして、たとえ׻ͼにͻたった感情が起こったとし

ても、それはॠ間的なၪいଘͩࡏったのです。ָしめばָしむఔ、تべばتͿఔ、私の心

の反໘はᤲ৚たるઓጔめいたি動を感じさせられるのでした。

　現ࡏの私ʵ

　ʠ私は死刑囚であるɾɾɾɾɾɾʡ

Կともܗ༰しがたき感情の᫽しりが、ཧੑを踏みഁって窓へूதされる。私は窓によりそっ

た、そして心からפ々とౚてついた窓に৮れてみたものでした。過去を過去として、あっ

さりと૴り去ることの出དྷない、༨りにもԞ深いጮ೰さを、私はこの窓に向ってز౓౤͛

つけたことͩろう。おどろき、ౖり、ઈ๬、ݽ独ɾɾɾそして次にくるものは、౔ஃ場の

心の่յと૕ࣦの姿なくして、私には一ମԿが࢒されていたのͩろうかɾɾɾɾɾɾ��。

　Ҏલの自分であれば、大自વの੕࠲や自分の心を深く味わうことができなかったという。そ

して、「私は死刑囚である」というࣄ実に௚໘するたͼ、さま͟まな感情がཧੑを踏みഁり、

独居房のখさな窓へとूதしたという。ଧちͻしがれた自分は、その਎を窓によりそわせ、心

から窓に৮れることによってその実ࡏを֬かめる。それは、心の่յと૕ࣦにまでߦきかねな

い自己をそこにつなぎとめ、自己がそこにࡏることを֬かめるߦҝでもあったのであろう。窓

は、Ԟ深いጮ೰をͿつけるものとしてあるとともに、自己のڌり所としてもあったのである。

そのようなあり༷は次のようにもうたわれている。

窓঳子ຏきຏきて春໷תふ� 竜水子��

　また、「౔ஃ場の心の่յと૕ࣦの姿」とあるが、ここでいう「౔ஃ場」には、いわΏる「せっ

ͺつまった場໘。ਐୀきわまった場໘」という意味ͩけでなく、死刑囚であるঢ়گから「ࡑ࢐

の刑場」��というよりٛݪにۙい意味もࠐめられているであろう。実ࡍ、竜水子が刑ࣥߦ௚લ

に作った句もこの「౔ஃ場」をうたったものである。

౔ஃ場へ૲ཤྫྷたくはきなほす� 竜水子��

　ここにあるのは、「౔ஃ場の心の่յと૕ࣦの姿」とは真ٯの、མちணいて死にྟむ、しͣ
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かな࠷ऴの姿である。自分が死刑囚であることにઈ๬するしかなかった竜水子が、窓をとおし

た句作によってมԽしていくのである。

、に৫りこみつづけてみるとࡉりし日の心の描写を、この窓でણࡏのそうしたࠀと૬౻׉　

今日までの私のาみは、ܾして୯ௐな、ฏຌな人生ではなかったとᔍみじみճސさせられ

る。

　　ʠฏຌな人生ではなかったɾɾɾɾɾɾ。ʡ

それは心からの多くのفりも、ඞ死の౒力も一切無ବではなかったことを஌らさせてく

れたとڞに୭よりも深いౖتѩָの感情と人間味の५いを味わいさせてもらったࣄでし

た��。

　Ԟ深いጮ೰を窓にԿ౓も౤͛つける感情的ߦҝから、そうしたࡏりし日の心の描写を窓でણ

竜水子は、人生という命୊に৮。׵ҝ、すなわち詩作することへのసߦみつづけるࠐに৫りࡉ

れ、詩作しつつ、自己を深く味わい生きるようになる。

　そして、࠷後に、あらためてؾづかされた窓の意味について語られる。

場ともܜ重なوઘであると๯಄に述べたごとく、ຢ私のたった一つのݯの窓は生命のࠑ　

言いಘることであろう。ർฐとࠔጩに͙ڼ私のಏに力ڧい光りを༩えてくれる。このখさ

な窓、その窓をじっと、みつめていると、๨れ೉きあの爛々たる炎のような山河先生の意

欲的な双眼、ӆ々たる人間味のある温かさ、親しさが、大きく޿がりつくされて、しらͣ

しらͣに創作に対する生甲斐の情熱を感じる。

　窓、そして私の心の窓、それは無意識的にも、山河先生の姿を描きつづけてきたのかも

しれない。創作を௨しての一໘ྫྷపな先生の双眼、Կの෩情もなき私が味わうそのુ々た

るఈྲྀにも実に༏խな実感として、ͻしͻしとڳをଧち、ഭる思いを、今ここにݶりなく

感じたものであった。

を味わいさせてくؾのྷかさをܴえ一つ、一つ、春のงғ݄ࡾの窓も、まもなくཅ春ࠑ　

れることͩろう。私はそうした情झのதで、Ꭱむことなく、先生の双眼を心にটகしつつ

の窓ࠑ後まで人間としての一貫せる真実を踏みしめ、味わってみたいものͩと、じっと࠷

をڼぎながらᅤきつづけている��。

竜水子が独居房の窓に見るのは、「力ڧい光り」である。ここで「光」でなく「光り」とهし
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ているのは、静的な明かりとしての光ではなくそこに力動的なものを見ているためと言えば、

いいすぎであろうか。その窓を「じっと、みつめている」と、窓は師である北山河の爛々たる

炎のような意欲的な双眼として立ち現れてくるという。それは、人間味のある温かさ、親しさ、

創作に対する生甲斐の情熱を感じさせるものであった。これを竜水子のたんなる空想と切り捨

てることはたやすいが、ここでは竜水子がそのように感じたということこそ重要であり、その

まま受けとめて考えたい。竜水子が「それは無意識的にも、山河先生の姿を描きつづけてきた

のかもしれない」と述べているように、そこに見える北山河の双眼は、竜水子が窓をとおして

見、描いた諸々の光景の背後に常にあるものであった。このとき竜水子は、窓に北山河の眼を

見ると同時に、窓である北山河の眼によって見られている。北山河の眼と重なる窓は、自己を

映し、温かく見守り、問い返しつづける。そして、竜水子が「窓、そして私の心の窓」という

ように、窓と北山河の眼と竜水子の眼、心とは、一つに重なっている。このとき窓はもはやた

んなる物ではなく、見ることと見られることとが合一した「心の窓」というべきものとなるの

である。そして、「心の窓」をとおして、味わうのは、「人間としての一貫せる真実」なるもの

であったのである。

６．おわりに

　死刑囚である竜水子の独居房の窓に関する一文と俳句をとおして、窓の意味を考察した。竜

水子にとって、窓は多くの思い出という個別的過去を想起させるとともに、「人間の道」とい

う普遍的なものを示唆し、自己を方向づける場所であった。また、窓は師である北山河の双眼

と重なり、自己を映し、見守り、問い返しつづける場所でもあった。さらに、心の描写を詩作

することをとおして、窓と北山河の眼と竜水子の眼、心とが一つに重なり、窓は「心の窓」と

いうべきものとなった。このとき、竜水子が踏みしめ、味わうのは、「人間としての一貫せる

真実」であったのである。

　北山河は、死刑囚との出会いについて、窓と関連して次のように語っている。

私は、生まれて今日まで、これほど切実なる命にふれたことはないと思った。それは、一

室にこもりきっている命である。

山ほど「のしかかってくる」思い

あるときは片雲のごとく

また海よりも深い沈思

　彼らは、それらのことを口から出まかせに大声で叫んでみたく、あるいは書きつづって

みたくなるが、その万分の一も表現できないもどかしさ。それらが渦巻いて、曲がりくねっ

て射しこむ春光の一つの窓へ、火のごとく燃えたっている命である。また反対に、それは、
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かつてなき҆ూのམちつきとୡ؍をえた静かなる命でもある��。

　ಀれようのない死がഭるとき、そこにׇ๬されるのは、真に人を生かすものであろう。竜水

子にとってそれは、「人間としての一貫せる真実」であった。それは一文で言ٴされた「生命」

と言い׵えることもできよう。竜水子にとって詩作するとはそれを言༿として現લさせ、味わ

うߦҝであり、窓はそのような言༿のݯઘ、すなわち「生命のݯઘ」であったといえる。竜水

子は、独居房にあって死がഭりつつも、そのような言༿の༙き出る場所、「生命のݯઘ」であ

る窓にܜうていたのである。

　ຊߘは、竜水子という死刑囚の窓に関する一文と俳句をとおして、竜水子にとっての窓の意

味を明らかにした。これは句作をڐՄされた死刑囚のಛघな個人的ྫࣄといえるが、死刑囚と

いうあるछのݶۃঢ়ଶにあって、窓が重૚的で深い意味をଳͼることがあることを明らかにで

きたかと思う。今後、より多くの死刑囚の俳句を時間࣠にԊって見ていくことで、死刑囚にとっ

ての窓のڞ௨する意味についても明らかにしたい。
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